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一 餓鬼 身 を 解脱す る こと 

餓鬼 阿弥 蘇生 を 説く に は、 前章 「餓鬼 阿弥 蘇生 譚」 に 

述べた、 V けで は、 尚 手順が 濃 やかで ない。 今 一応、 三 

つの 点から 見て 置きたい と考 へる。 第一、 蛇 子 型の 民 

譚 としての 見方。 第二、 魂と 肉 身との 交渉、 並びに 洲 

げの ゎづら ひの 件。 第三に、 乞丐と 病気との 聯絡。 此 

だけ は 是非して 置かねば、 通らぬ 議論になる。 

ベ ありんぐ る どの 「印度 欧洲 種族 民譚 様式」 の 第九番 

目の 「蛇 子 型」 では 「子どもが ないから、 どんな 物で 

もよ い。 一 人欲し い」 と言うた 母の ことあげの 過ち か 



ら、 蛇 (又は 野獣) の 子が 授かる。 其 蛇 子が 妻な り、 

亭主な リを、 め あはされ て 後、 常に 蛇 身 を愧ぢ て、 人 

間 身 を 獲たがる。 母が 皮 を 焚いて 了 ふと、 立派な 人間 

になる と 言 ふ 件々 を、 此 型の 要素と して 挙げて 居る。 

私 は、 久しく 此類話 を、 日本の 物語の 中に 見 あてる こ 

とが 出来なかった。 小 栗 照 手の 事 を 書き出しても、 此 

点が 思案に あまって 居た。 叶 はぬ 時の 憑み 人と して、 

南方 翁に 智慧 を 拝借し ようと 思 ひついた 際、 窮 して 通 

じたと 申さう か、 佐々 木 喜 善さん の採訪 せられた 「紫 

波 郡 昔話」 が 出て、 其 第 七十 五 話に 名まで 「蛇 息子」 

として 出て 居た。 此に は、 子が 欲しい と 言はなかった 



が、 笠の 中に 居た 小 蛇 を 子どもと 思うて 育てた。 授か 

リ ものと 言 ふ 点で は 一 つで、 此方が、 日本の 神 子 養育 

譚には 普通の 姿で、 申し子の 原型で ある。 人間と 霊 物 

とで、 言語 内容の 感じ 方の 喰 ひ 違 ふ 話 は、 民譚の 上で 

は、 諷諭. 教訓. 懲罰 • 笑話と 言 ふ 側へ 傾いて 行って 

居る。 言 あげの 過 を 怖れ、 言 あげ を 戒める 様にな つ て 

から は、 普通の 形で なくなり 申し子 型に 転じて 行った 

ので あらう。 

霊 物と 人間との 結婚 は、 近世で は 童話に 近づいて 「猿 

の 臼 背負 ひ」 と 言った 形に なって 来て 居る が、 わが国 

でも 古く は、 蛇壻の 形が 多い。 近代で は、 淵の 主 • 山 



人に 拐され て 行った 女 は、 男の 国の 姿 や 生活 条件 を 採 

る ものと 見られて ゐる。 此が 古代の 型になる と、 生活 

法の 中心 だけ は、 夫の 家風に 従はなかった 痕が 見える。 

だが 此話 は、 一 面 神 子が 人間と なり、 教主 • 君主の 二 

方面の 力 を、 邑落の 上に 持つ 様になった 事実の 退化し 

た 上に、 合理化が 行 はれた ものと 見る ことが 出来よう。 

到る 処 にある 蛇の 子孫. 狐の 子孫な どの 豪家で、 から 

だの 上の 特徴 を 言 ふ 伝説 を 伝 へ ながら、 獣 身 解脱 を 説 

くことの 少 いのは、 故意に 伝承 を 捨てた とば か リは言 

へない。 

巫女の 腹に 寓 つた 神 子が 神で あり、 現 神 —— 神主 —— 



を 見せて 居る ので あらう。 此は蛇 子 型の 父方の 異形 身 

が、 母の 手で、 此 国の 姿に 替 へられる 事の 説明に は 役 

に 立つ。 竹 取 物語の かぐや 姫の 天の羽衣 も、 舶来 種で 

なく、 天子 を はじめ 巫女た ち も 著 用した 物忌みの 衣で 

ある。 此衣を かける と 神と なり、 脱げば 人と なる。 此 

刹那の 巫靦の 感情が 久しく 重ねられて、 竹 取の 原型な 

る 叙事詩な どに も 織り こまれて ゐ たので あらう か。 白 

鳥 処女 型の 物語の、 此 側から 見るべき 訣は、 柳 田 先生 

が、 古く 釈き 明され てゐ る。 此 物忌みの 衣と、 村の 男 

となる 前 —— 恐らく は、 第一 次の 元服なる 袴着の 際 I 

I に 行うた 母の 手 わざの 印象と が 相俟って、 衣服と 皮 



衆の 唱導な どから、 段々、 あんなにまで 変形した のか 

も 知れない ので ある。 

地下の ゅゐ まん 国と 言 ふだけ に、 よも つ へ ぐ ひ を 思 ひ 

起す。 異類 同 火 を 忌んだ、 V けで なく、 同牲共 食で、 完 

全に 地下の 国の 人と なった 事 を 言 ふので あらう が、 本 

の 国の 人に 還られぬ 理由 は、 さう した 方面から も 説く 

事が 出来る のであった。 前章に も あげた 六角堂の 霊験 

譚、 鬼に 著せられ た 著 物の 為に 隠された 身が、 法力で 

其 隠 形 衣の 焼ける と共に、 人間 身 を 表した 男の 話 も、 

仏典の 飜 訳とば かり は 見られな い。 

隠れ 簑. 隠れ 笠が 舶来 種と 見られる の も、 無理 はない 



以来 関係 深 い 熊 野 権現の 霊験に 浴し て 、 肉 身 ま で も 其 

人に なリ 変る と 言 ふ 筋であった ものと 見る 方が、 手の 

裏 反す 様に 小 栗 土葬 • 家来 火葬と、 前段に 主従 火葬と 

した 叙述 を 顧みないで ゐた 点の 納得 もつ く。 家来た ち 

の 亡霊が 小 栗の 娑婆 還り を 歎願す る 点 も、 効果の 乏し 

い 上に、 近代の 改作 を 見せる 武道 義理 観で ある。 此部 

分 は、 角 太夫の 居た 頃の 町人に とり 容れ 易い 武士 観で 

あったらう。 おなじく 荒唐無稽 でも、 少し は 辻 棲 を 合 

せる 方が、 見物の 心 を繫ぐ 道であった。 

併し 今一 つ、 魂の よるべに ついて、 考へ 直すべき 部分 

が ある。 それ は 離魂病で ある。 江戸 期の 人々 は、 ^ 



基礎に 据 ゑて、 全然 異なる 出発点 を 作って かゝら なけ 

れ ばなら ぬの を 忘れた 為であった。 即、 荒 魂. 和 魂 二 

種の 魂魄 を、 すべての 生命. 活動の 本と 考 へる 様にな 

つた 時期より 前に、 更に 幾 種 かの 魂の 寄り 来る こと を 

考 へて 居た 古代の、 続いて 居た の を 思 はねば ならぬ。 

本 居 一 流の 和 魂の 作用の 二方 面 を 幸 魂 • 奇 魂と 説く 見 

方 は、 従って 第二義に 低回して、 愈 究めれば、 益 循環 

する， j と を K5 るで あら う。 

幸 魂. 奇 魂の 信仰が、 段々 統一 せられて、 合理的な 二 

元 観に 傾き かけた 機運に 声援し、 又 其 契機の 一 部 を も 

作った と 見られる の は、 有史 前後の 長い 時代に 亘 つて、 



輸入 元と しての、 とだえない 影響 を 与へ た 原 住 • 新 渡 

の 漢人であった。 伝承から、 又 情調から した 行き 触れ 

の 感染が、 書物の 知識から 這 入った と 見て 来た 学者の 

想像 以上に、 時として は 古く、 力と して は 強く、 反響 

は 広く 滲み 入って 居た ことが 考 へ られ る。 

物の 素質 を 表す 場合、 古代人の 常に 対立 させた 範疇、 

^ • lyr を 以て 限定 せられて 表された 荒 魂 • 和 魂 は、 

舶来の 魂魄 観と も 違って 居た が、 考 へる にも 組織 立つ 

た 感じ を 持たせ、 先進 民族の 考へ 方に 近い 誇り を 抱か 

せた に 違 ひない。 出 雲 国 造 神 賀詞に、 大物 主 を 大国 主 

の 和 魂と して 居る の は、 外来 魂 を 忘れ、 内在 魂の 游離 



分割の 考へ方 を、 おし 拡げる 様になった 時代の 飜 案で 

ある。 

又、 纔 かに 人間 出の 魂魄 を^ I とする 外、 霊 物 をす ベ 

て 神と 見る 様になった 時代に、 寄り 来る 魂 は、 威力 あ 

る 天つ 社 • 国つ 社の 神の 荒 魂 • 和 魂と 見なされる 様に 

なった。 荒 魂 を祀る こと は、 祟リ をの がれる 為ば かり 

ではない。 ある 時 威力の 加護 を 受けた 感謝、 又 狭く は、 

戦争 • 病気 • 刑罰 • 呪咀の 力の 源と して 頼まう と 言 ふ 

心から、 しい。 和 魂の 方 も、 健康 を 第一 として、 言語- 

動作の 過誤 を 転換 させ、 生活 を 順調に 改更 する 力の、 

常住 与 へられる 様に との 考 へから 祀られ る 様になった。 



此ニ魂 斎祀の 風と、 御子神 信仰と が、 社の 神に 分 霊 を 

考へ る 習慣 を 作る 主力と なった ものと 思 ふ。 

ある 神の 一魂 を 祀る社 も あり、 同所に 二 魂 を 別けて 祀 

る 風 も 出来た。 従うて、 常態 即、 本体と 見るべき 和 魂 

に、 一 時 的の 発動 を 条件と した 荒 魂 を、 常に 対立 させ 

て考 へる 様になって 行った。 

奇魂. 幸 魂なる 語 は、 元来 対句と して 出来た、 一 つ 物 

の 修辞 表現 かも 知れない。 

とにかく、 大物 主 は 外来 魂の 考へを 含んで ゐ たこと は、 

一 つ 事の 二様の 現れと 見える 少彦名 漂着 譚と此 二 魂に 

関する 記の 伝誦と を 見れば 知れる。 大国 主の 外来 魂の 



名が、 少彦 名の 形 を 以て 示されても ゐ たこと は 明らか 

である。 

我が国の 文献に 俤を 止めた 古代 生活の 断片 は、 伝承の 

性質 上、 神に 近い 聖者. 巫祝の 上を談 つた もので、 凡 

下の 上の 現実と して、 其 生活の 痕と 見る こと は 出来な 

いので ある。 而も 其 等の 伝承が、 記述 当時の 理 会に 基 

いて、 普遍的な 事の 様に、 矯めて 書かれて 居る ものが 

多い。 だから、 魂の 問題 も、 神に 限った 事で ある こと 

も あり、 又、 最高の 神人と して 「神の 生活」 に 居る こ 

との 多い 天子 及び 国 造の 原形なる、 邑君 及び、 高位の 

巫女の 上に もお し 拡げる ことの 出来る 場合 も 多い。 だ 



が、 奇魂. 幸 魂の 事 は、 天子の 御代に は 見えて 来ない。 

唯、 荒 魂 を 意味す るら しい 「天皇 霊」 なる 語が、 敏達 

十 年紀に 見えて 居る のが、 異例と 思 はれる 位で ある。 

天子に は 「日の 御子」 なる 信仰 上の 別称が あった。 外 

的 条件と して は、 近卑親 継承と 言 ふ 形 は 厳かに 履み な 

がら、 信仰的に は、 先天 子との 血族関係 を 超えて 考へ 

られ た。 先天 子の 昇天と 共に、 新しく 日の 神の 魂を受 

けて、 誕生 せられる ものと した。 さう して 常に、 新な 

日の 神の 御子が、 此 国に 臨む ものとの 考へ なので ある。 

日の 御子と して、 生れ 変る 期間の 名が、 天つ 日 高 -虚 

つ 日 高の 対句で 表されて 居たら しく、 所謂 真 床 覆 衾 (神 



代紀) を 被って、 外気に 触れない 物忌み を 経て、 血統 

以外の 継承 条件 を も 獲られた もので あらう。 

ォホミ オヤ 

第一 代の 日の 御子 降臨の 時に、 祖母 神の 寄与せられ 

た 物 は、 鏡と 稲穂 (紀) とで、 古事記で は 其 外に 二 神 

器 及び、 智 恵の 魂 • 力の 魂. 門 神の 魂 をば 添 へられて 

ゐる。 同じ 本に は、 鏡 を 御霊と して 居る が 「わが 前 を 

拝む 如 斎き まつれ」 と 告げられ たと 言 ふ 合理的な 語部 

の 解釈 を、 其 儘 採用して ゐる。 鏡 を 和 魂 又は 奇 魂に、 

劎を荒 魂に、 玉 を奇魂 或は 和 魂と 解せられ ぬで もない 

が、 姑ら く紀に 拠って、 鏡 だけ を 説く。 此は、 御代 毎 

に 新しく 御 母 神から 日の 御子が 受ける もの、 と 解した 



外来 魂の 象徴と 見る のが、 古義に 叶 ふらしい。 

稲穂 は、 祝詞 • 寿 詞を 通じて、 神 孫の 為の 食物に 分け 

与 へられた ものと 考 へて 来て ゐ るが、 稲穂 を 魂 代と す 

る 豊受姫 神が、 保 食 神 • 豊 うかのめ などの 名で、 色々 

な 神に 配せられ、 生死 を 超越した 物語 を 止めて 居る の 

は、 必、 意味が ある。 「食 国の 政」 を 預る者 は、 天上の 

食料 を 地上に も 作り出して、 天神に 献る 事務 を 執らし 

めら れ るので ある。 其 為 事に 失敗した のが、 す さの を 

^^であった。 

此 農作物の 魂 を 所 置す る 法 を 知られなかった の だ。 其 

で 黄泉 を 治める 事に なった ものと、 古 伝誦の 順序 を換 



へて 見るべき だら う。 天つ 罪が 此 神の 犯した 神の 供物 

荒しの 罪 を 数へ 立て、 居る のに も、 理由 あっての 聯絡 

であった ので ある。 

ミオ ャガミ 

穀物の 魂 を、 御 母 神の 魂に 添へ た 理由 は、 同時に、 内 

宫に 外宮 を 配した 所以で も ある。 外宮 は皇太 神宮の 

カム ダチ 

》 〔# 「广+ 寺」、 341-S の 神と して 出発した 信仰と 見 

る こと も 出来る。 又 さう した 理 会の 上に、 古 文献 も、 

此農 神の 事 を 叙述して ゐる。 而も 此神 は、 田 畠の 神で 

あると 共に、 酒の 神で ぁリ、 家の 神で も ある。 大殿祭 

祝詞 註の 所謂、 室 清めの 産 飯 説 も、 葺草壁 代の 霊と す 

る 説 も、 尚 合理 臭い。 此 神の 子と して、 若 室 葛 根ノ神 



(記) の 名 を 伝へ て 居る の は、 寧、 御 饌神即 厨の 神と す 

る 説の 方が よい。 併し、 外宮の 場合の 旧説と 一 つに な 

る。 私 はや はり、 鏡の 象徴す る 魂 • 穀物の 象徴す る 魂 

が、 外来 魂と して 代々 の 日の 御子に 寄り 来る ものと 見 

てゐ る。 うかのみ たま を 表すのに 稲 魂の 字 を 以てする 

の も、 此 消息 を 示して 居る。 生命の 祝福と 建て 物の 讃 

へ詞が 並行 叙述の 形で 表現 せられて ゐ るの は、 もっと 

根本的に、 此 とよう かの めの 神の 魂が、 家 あるじの 生 

活力に 纏綿して 居る ものと せられて ゐ たからで あらう 

と考へ る。 

食 国の 政を完 くす る 為に、 穀神を 斎く と考 へる よりも 



食物の 魂の 寄って 居る 為に、 家長の 生活力が 更に 拡充 

せられる と 言 ふ 信仰から 出た ので あらう。 一 一 神器 及び 

三 神の 魂 を 与 へられた の も、 此 意義から、 無限に 外来 

魂を殖 して 考 へる ことの 出来た 古代人の 思想 を 見る 事 

が 出来よう。 殊に 考へ方 は 新しくても、 智力の 魂の 伝 

への 方 は、 外来 魂の 権力の 上に、 助勢す る 力と して、 

附着して 来る ものと 考 へられた 痕を、 はっきり 残して 

居る。 玉 • 劎は、 呪 力の 源と 見る 方が 適当で あるら し 

ヽ o 
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外来 魂の 考 へが 荒 魂 • 和 魂に 融合して、 魂魄の 游離観 

を恣 ならしめ た。 荒 魂 • 和 魂の 対立 は、 天子 及び、 



賀正 事 を 奏する 資格 を 持つ 邑 君の 後 身なる 氏々 の 長上 

者に も 見られる。 而も 二 魂、 各 其 姿 を 持つ ものとの 考 

へから、 荒 魂の 為の 身、 和 魂の 為の 身に、 二様の 魂の 

. ミ ソ ァラョ 

よるべと しての 御 服 を 作った。 其 二様の 形体 を 荒 世- 

ニゴョ ョ ョ 

和 世 —— 荒 魂の 身 • 和 魂の 身 II と 言 ひ、 御 服 を 荒 世 

の 御 服. 和 世の 御 服と 称へ た。 而も 荒 世. 和 世の 形体 

の 寸尺を 計って、 二 魂の 持つ 穢れ. 罪 を 移す 竹 を も、 

亦 荒 世 • 和 世と 言うた。 二 魂の 形体の 形代と しての 御 

服に 対して、 主上の 寸尺を 計る 竹 も、 二 魂の 形体 其 物 

の 殻と 考 へられて ゐ るので、 ある 時代に、 後者が 陰陽 

道の 側から、 とり 込まれた 方式なる こと を 示して 居る 



ので はない か。 此が、 夏 冬の 大祓に 続いて 行 はれる 主 

ァガナ ョヲリ フビト ベ 

上の 御 贖 ひなる 節 折の 式で ある。 東西の 文部が 参与 

する ことから 見ても、 固有の 法式に、 舶来の 呪術の 入 

り 雑って 居る こと は 察せられる。 

鎮魂祭の 儀 を 見る と、 単に 主上の 魂の 游離を 防ぐ 為、 

とば かリ考 へられない ことが わかる。 年に一度、 冬季 

ミ カム n ゥ ケ 

に寄リ 来る 魂が あるので ある。 御巫の 「宇気」 を桦で 

衝 くの は、 魂 を 呼び出す 手段で ある。 いづれ 平安朝に 

入っての 替へ 唱歌で あらう が、 鎮魂祭の 歌の 「 …… み 

たま かり、 たま かりまし、 神 は、 今ぞ来 ませる」 と 言 

ふ 文句 を 見る と、 外来 魂 を 信じた 時代からの なごり を 



残した のが 訣る。 而も、 主上の 形 身なる 御衣の 匣 を 其 

間 揺り動す の は、 此に迎 へ 移さう とする ので ある。 魂 

の 緖を十 度 結ぶ こと は、 魂 を 固着させる 為で ある。 魂 

の 来り 触れて 一 つになる 時 だから、 たま ふりと 言 ふの 

で、 鎮魂の 字面と は、 意義 は 似て ゐて、 内容が 違 ふの 

だ。 「ふるへ/ \。 ゆら、 に ふるへ」 と 言 ふ 呪 言 は 「触 

れょ。 不可思議 霊妙なる 宜しき 状態に、 相 触れよ。 寄 

リ 来る 御 魂よ」 の 意で あらう。 触る は、 ふら ふ • ふら 

はふな ど 再 活用 を 重ねる。 ふる ふ も ふら ふと 一 つ 形で 

ある。 

荒 魂. 和 魂 を 以て、 外来 魂と 内在 魂との 対立 を 示す 様 



になって から も、 其 以前に 固定した 形の、 合理化の 及 

ばない 姿を存 して 居た 事 は、 鎮魂祭の 儀礼から も 窺 は 

れた。 更に、 旅行者の 為に、 留守の 人々 がする 物忌み 

も、 此 側からで なくて は釈 けない。 牀. 畳な ど を 動か 

さず、 斎み 守る の を、 旅行者の 魂の 還り 場 処を失 はぬ 

様に する の だ、 と 説く の はよ いで あらう か。 旅行者の 

魂の 一部が、 家に 残って ゐる ために、 還って 来ても、 

留 つた 魂と 触りて、 其処に 安住す る ことが 出来る ので 

あった。 留守の 妻 其 他の 女性 も、 自身の 魂の 一部 を自 

由に、 旅行者に つけて やる 事が 出来た。 これが 万 葉に 

数 知れず ある、 旅行者の 「妹が 結びし 紐」 と 言 ふ 慣用 



に 高く 祭壇 を 設けた、 近世の 東国 風の 門 祭に なった の 

だ。 此亦、 生 御 魂の 祀 りと 言 ふ 意味から、 旅行者の 魂 

の 還りの めどに すると 言 ふ 方へ 傾いて 来て 居る。 死者 

の 為に も、 ある 期間 魂 牀を据 ゑ、 枕 も 其 儘 にして置く 

の も、 遠 旅に ある 人の 生 御 魂の 家に 残って 居る 考 へと 

一 つで ある。 

神 今 食 • 新嘗 祭な どに 先立 つて、 坂 枕 や 御 衾 を 具 へ て、 

神 座の 上に 寝処を 設ける 式 を、 皇祖が 主上と 相 共に 贄 

をお あがりになる の だと 言 ふ 風に 見る 人が 多い。 けれ 

ども やはり、 一 つの 御 魂 ふりの 様式で、 天子の み 魂 ふ 

W であった。 かう 言 ふ 虱に、 魂の 離合 は 極めて 自由な 



到る まで、 見え もし 見えず も あると 言った、 中途半端 

な 姿に して 了うた。 

さて 餓鬼 阿弥の 場合、 第一章で は、 肉 身 を 欲する 魂魄 

を 以て 説いた が、 其 上に たまし ひの 放散した 後、 本 身 

の 魂への 魂 ふりに、 頗 長い 期間 を 要した 蘇生 者に 対す 

る 経験が 加 はり、 又 謂 はうなら、 かげの 身が 本 身と 合 

体す る 径路 も、 根柢に 含まれて 居る と 見られよう。 此 

と 蛇 子 型の 民譚 とが 絡み あへば、 小 栗の 物語の 蘇生 譚 

の 部分 は 形づくられる 訣 である。 

たまし ひの 語原 は訣ら ない とする 方が 正直な の だが、 

魂魄の 総 名が、 ^^であるの だから、 何処まで も 一 つ 



ものと は 言 はれない。 厳重な 用語 例は尠 いが、 比較に 

立て、 言 ふと、 たま は 内在の もの、 たまし ひ はあくが 

れ 出る もの、 其 外界 を 見聞す る ことから 智慧. 才能の 

根元と なる もの、 と考へ て 居たら うと 言 ふ 事 だけ は、 

仮説が 持ち出せる。 さう して 其、 不随意 或は 長い 逸出 

などの、 本人の 為の 凶事 を 意味す る游 離の 場合に 限つ 

て、 ^を 放つ ものと 見た 様 だ。 

古代人 は 光り を^^と 言 ひ、 光りの 伴 ふ 姿と しての 陰 

影の 上に も、 其 語 を 移して^^ と言うた。 即、 物の 実 

体の 形貌 を^^と 言うた ので ある。 人の 形貌 を^^と 

言 ふの は、 魂の^^ なる 仮 貌の義 である。 だから、 人 



間の 死ぬ る 場合に は、 人間の 実体なる 魂が、 かげなる 

肉 身から 根 こそぎ に 脱出す るから、 其 又^^なる 光 を 

発して 去る もの、 と 見る より、 魂の 光り物 を 伴 ふ 場合 

にあったり なかった りする 説明 は 出来ない。 だから、 

たまし ひの ひ を 火光 を 意味す ると 説く 事 は、 第二義に 

堕ちて 居る 事が 知れる。 

姑 獲 鳥 は、 飛行す る 方面から 鳥の 様に 考 へられて 来た 

ので あらう が、 此を さし 物にした 三 河 武士の 解釈 は、 

極めて 近世 風の 幽霊に 似た ものであった。 さう 言へば、 

今昔 物語の 昔から、 乳 子 を 抱かせる 産 女 は 鳥で はな か 

つた 様 だ。 幽霊の 形 を 餓鬼から 独立 させた 橋渡し は、 



餓鬼の 一種であった 此 怪物が したので あるが、 これ は、 

姿 を 獲たがって 居る 子供の 魂を預 つて 居た 村 境の 精霊 

で、 女 身と 考 へられて ゐた。 

チイ オヤ チイ アン マァ 

沖緦 本島で は、 同様の 怪物 を 乳 之 母 又は 乳 之 母と 呼ん 

でゐ る。 幽霊に なると、 男まで も必、 女性的な 姿に な 

るの は、 産 女の 影響 を 残して ゐ るの だ。 害岐の 島人の 

信じて ゐる うぶめ は 飛ぶ から 鳥で、 難産で 死んだ 故、 

此 名が あると は 言 ふが、 形 は 伝へ て 居ない。 唯 浮動す 

る 怪し 火の 事に なって 居る。 近世の 幽霊が、 提灯 や 面 

明りの やうに、 鬼火 を 先き 立て、 居る の も、 実は、 魂 

の^^ を 二重に 表して 居る の だ。 光り物が 消えて 後、 



妖怪の 姿が 現れる 様に 言 ふ 話の 方が、 古いので ある。 

骸を覓 めて 居る 魂 は、 唯の 餓鬼ば かりではなかった。 

不完全な 魂、 村の 男 ともならぬ 中に 死んだ、 条件つ き 

でなければ 生を享 けられぬ 魂 も、 預り 親に 無数に 保た 

れ ながら、 迷うて 居た ので ある。 (炉辺 叢書 「赤子 塚の 

話」 参照) 

三 土 車 

謡曲 以後の 書き物に 見える 土 車が、 乞丐の 徒 の 旅行 具 

である 事に は、 謂 はれが あらう。 乗り物に 制約の やか 



小 栗 は 餓鬼 阿弥と して 土 車で 送られた。 勿論 業病の 乞 

食と して > ある。 私に は 餓鬼 阿弥の 名が、 当意即妙の 

愛敬 ある 呼び名と しての 感じ も 伴 ふけれ ども、 同時に、 

固有名詞 らしい 気持ち を も 誘 ふ。 即 実際、 時 衆の 一 人 

に、 さう した 阿弥 号 を 持った 者が あつたか、 遊行 派が 

盛りに 達した ある 時代に、 念仏 衆の 中で も 下級の 一 団 

に、 餓鬼 衆. 餓鬼 阿弥な ど 総称 せられる 連 衆が あった 

かして、 小 栗 浄瑠璃の 根柢 をな す譚 を、 おのが 身の上 

の 事実 譚 らしく 語って 歩いた。 懺悔 念仏から 出発して 

居る ので は あるまい か。 

室町 時代の 小説に、 一 つの 型 を 見せて 居る 「さんげ 物 



語」 は、 既に、 後代の 色 懺悔. 好色 物の 形 を 具へ て 来 

てゐ るが、 ある 応報 を 受けた 人の 告白 を 以て、 人を訓 

すと いふ 処に 本意が ある。 而も、 自己の 経歴の 如く 物 

語る、 袖 乞 ひ 唱導 者の 一 派が 出来て 来た。 其 所に、 唱 

導 者と 説経の 題名との 一 つになる 理由が ある。 餓鬼 阿 

弥の 懺悔 唱導が、 餓鬼 阿弥 自身 を 主人公と する ものと 

なる ので ある。 説経 類に 多く、 唱導 者の 名が、 主要 人 

物の 名と な つて 居る ことの 理由が こ、 にある。 
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